
◎
訓
練
に
つ
い
て

Ｑ�

現
在
示
さ
れ
て
い
る「
離
発
着
訓

練
」「
地
上
給
油
訓
練
」「
荷
下
訓

練
」
が
将
来
的
に
拡
大
さ
れ
、
鹿

屋
基
地
が
米
軍
基
地
化
す
る
こ
と

が
絶
対
無
い
と
言
え
る
の
か
。

Ａ
将
来
的
に
も
常
駐
は
し
な
い
。

Ｑ�

米
軍
機
の
夜
間
訓
練
は
、
午
後
10
時
ま

で
と
の
説
明
で
あ
る
が
、
米
国
に
対
し

て
、
夜
の
訓
練
は
９
時
ま
で
に
終
了
し
、

早
朝
の
訓
練
は
行
わ
な
い
こ
と
を
強
く

申
し
入
れ
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

Ａ�

夜
10
時
ま
で
に
撤
収
を
含
め
て
終

了
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ�

米
軍
の
訓
練
に
よ
り
、
鹿
屋
基
地
の

訓
練
時
間
が
圧
迫
さ
れ
、
早
朝
や
夜

間
に
自
衛
隊
の
訓
練
が
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ�

鹿
屋
基
地
の
運
用
に
支
障
を
及
ぼ

さ
な
い
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。

◎
騒
音
に
つ
い
て　
　

Ｑ�

騒
音
の
程
度
は
、
資
料
の
数
字
だ

け
で
は
分
か
ら
な
い
。
実
際
に
Ｋ

Ｃ-

１
３
０
等
が
飛
ん
で
き
て
音
を

体
感
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
米
側
と
調
整
し
た
い
。

Ｑ�

騒
音
問
題
は
最
も
懸
念
さ
れ
る
。

米
軍
の
訓
練
が
鹿
屋
で
行
わ
れ
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
騒
音

が
ひ
ど
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ�

生
活
環
境
の
面
で
負
担
を
掛
け
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
た

だ
、
米
軍
の
訓
練
の
必
要
性
を
認

識
し
て
い
た
だ
き
、
な
ん
と
か
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ�

鹿
屋
基
地
に
お
い
て
は
、
Ｐ-

３
Ｃ

の
騒
音
も
だ
が
、
回
転
翼（
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
）に
よ
る
騒
音
も
あ
る
。

Ａ�

騒
音
で
大
変
ご
負
担
を
掛
け
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

Ｑ�

鹿
屋
基
地
周
辺
に
は
、
第※
一
種
区
域
の

告
示
後
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
へ
の
防
音

工
事
を
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ�

今
後
ど
こ
ま
で
広
げ
ら
れ
る
か
対

策
を
考
え
て
い
く
。

Ｑ�

防
衛
省
に
よ
る
第
一
種
区
域
の
基
準

75
Ｗ
を
、
環
境
省
基
準
の
70
Ｗ
に

引
き
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
努
力
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ�
防
音
工
事
で
設
置
し
10
年
以
上
経

過
し
た
機
器
で
不
備（
故
障
）
が
あ

る
空
調
設
備（
冷
暖
房
機
、
換
気
扇

等
）の
更
新
、
防
音
サ
ッ
シ
の
復
旧

等
、
速
や
か
に
対
応
し
て
欲
し
い
。

Ａ�

予
算
の
獲
得
に
努
力
を
し
て
い
く
。

◎
安
全
対
策
に
つ
い
て

Ｑ�

空
中
給
油
機
Ｋ
Ｃ-

１
３
０
、
オ
ス
プ

レ
イ
は
事
故
が
無
い
と
言
え
る
の
か
。

Ａ
安
全
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ�

Ｋ
Ｃ-

１
３
０
や
オ
ス
プ
レ
イ
、

Ｃ
Ｈ-

５
３
の
回
転
翼
機
の
飛
行

ル
ー
ト
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ�

基
本
的
な
経
路
は
、
鹿
屋
基
地
の

管
制
に
従
う
。

Ｑ�

鹿
屋
基
地
で
訓
練
予
定
の
米
軍

は
、
基
本
的
に
日
帰
り
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
米
兵
が
鹿
屋
市
街

地
を
出
歩
く
こ
と
は
な
い
の
か
。

Ａ�

天
候
不
良
等
で
戻
れ
な
い
場
合
、

鹿
屋
基
地
内
の
宿
舎
に
泊
ま
る
こ

と
に
な
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
買

い
物
に
外
出
す
る
こ
と
も
あ
る
。

◎
地
域
振
興
策
に
つ
い
て

Ｑ�

沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
る
が
、
米
軍
の
訓
練

実
施
に
よ
り
、
鹿
屋
に
と
っ
て
何

か
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

Ａ�

理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
再
編
交

付
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
る
。

Ｑ�

住
宅
移
転
後
の
土
地
の
買
い
上
げ

や
移
転
に
伴
い
植
林
さ
れ
た
平
地

（
緑
地
帯
）を
整
備
し
て
欲
し
い
。

Ａ�

緑
地
帯
の
利
用
の
仕
方
を
変
え
る

な
ど
、現
在
、検
討
を
進
め
て
い
る
。

◎
そ
の
他　

Ｑ�
今
回
説
明
の
あ
っ
た
訓
練
は
、
未み

来ら
い

永え
い

劫ご
う

続
く
の
か
。

Ａ
期
限
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

Ｑ�

米
軍
の
訓
練
移
転
は
、
基
地
周
辺

の
町
内
会
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

の
で
、
そ
の
他
の
地
区
で
も
説
明

会
を
行
っ
て
欲
し
い
。

Ａ�

今
後
、
鹿
屋
市
と
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ｑ�

説
明
会
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
等
を
使
っ
て

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
欲
し
い
。

Ａ�

分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う

工
夫
し
た
い
。

Ｑ�

万
が
一
、
事
故
が
起
き
た
場
合
の

補
償
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ�

日
本
が
25
％
、
米
国
が
75
％
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ�

米
軍
が
日
本
で
、
鹿
屋
で
訓
練
を

す
る
理
由
は
何
な
の
か
。

Ａ�

普
天
間
か
ら
岩
国
に
Ｋ
Ｃ-

１
３
０

を
移
駐
さ
せ
た
が
、
こ
れ
は
沖
縄

の
負
担
軽
減
の
一
環
で
あ
る
。
そ
し

て
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
展
開
で
鹿
屋

と
グ
ア
ム
に
訓
練
の
一
部
を
持
っ
て

行
く
。
市
街
地
の
中
に
あ
る
鹿
屋

基
地
の
た
め
、
騒
音
の
面
で
負
担

を
掛
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
訓
練

の
必
要
性
を
認
識
い
た
だ
き
た
い
。

※
第
一
種
区
域
＝
住
宅
防
音
工
事
対
象
区
域 

※�

住
民
説
明
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

騒音測定結果

鹿屋航空基地

鹿屋航空基地 デモフライト飛行経路

西原地区学習センター

KC-130 77dB
Ｐ-３Ｃ 79dB

岡泉公民館

KC-130 79dB
Ｐ-３Ｃ 80dB 南部学校給食センター

KC-130 78dB
Ｐ-３Ｃ 76dB

衛生処理場

KC-130 82dB
Ｐ-３Ｃ 82dB

新川町公民館

KC-130 71dB
Ｐ-３Ｃ 75dB野里町内会長宅

KC-130 83dB
Ｐ-３Ｃ 83dB

※九州防衛局の資料に一部加筆

※�掲載している
数値は、測定
場所ごとの最
大値であるデ
シベル（dB）

　８月24日、米軍の空中給油機KC-130と海上自衛隊のＰ-
３Ｃのデモフライトが実施され、多くの皆さんが鹿屋航空
基地周辺に実物を見ようと訪れました。
　これは、市議会への説明、住民説明会での要望等を踏ま
え、飛行の状況などをご自宅等で確認いただくために実施
されたものです。
　当日は九州防衛局が西原地区学習センター、岡泉公民館、
南部学校給食センター、衛生処理場の市内４か所で騒音測
定を行い、その結果、KC-130とＰ-３Ｃの騒音は同程度の
数値でした。（上図）
　また、市が常設している観測地点の新川町公民館、野里
町内会長宅の２か所でも、同様の結果でした。

※�上野町公民館及び新生市営住宅集会所の２
か所に九州防衛局が常設している自動騒音
測定装置は、70dB以上の騒音が５秒以上継
続するとデータが記録されるという設定条
件を下回ったため、騒音データは記録され
ませんでした。

デモフライトの実施結果

空中給油機KC-130のデモフライトを見る人々（野里町）

騒音の目安（地方都市・山村部用）

環境省ホームページより
（出典「全国環境研協議会　騒音小委員会」）

　７月11日から14日までの４日
間、大姶良地区学習センター、
野里集落センター、田崎地区学
習センター、中央公民館、西原
地区学習センターの５会場で、
空中給油機KC-130についての
住民説明会を実施。４日間で
296人の参加がありました。
　住民説明会で出された主な
ご意見と、これに対する九州防
衛局の回答をご紹介します。
問市政策推進課（３階）
　☎31 ｰ 1125

住民説明会を
実施しました

「空中給油機
KC-130」の
訓練移転の

動向

九州防衛局
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